
「
乾
（
カ
ン
）」「
乹
（
ケ
ン
）」
字
考

八
一

１　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
一
般
的
に

體
字
の
關
係
に
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
「
乾
」「
乹
」

の
二
字
が
、
主
と
し
て
唐
代
に
は
、「
乾
」
を
「
カ
ン
（
平
聲
寒

見
母
）」
に
、

「
乹
」
を
「
ケ
ン
（
平
聲
仙

群
母
）」
に
用
い
る
と
い
う
區
別
が
あ
っ
た
こ
と
、

す
な
わ
ち
形
・
♫
・
義
が

な
る
別
字
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
指

し
、

そ
れ
が
、
經
典
、
科
擧
制
度
の
整
備
に
と
も
な
う

體
字
整
理
に
よ
っ
て

合
さ

れ
て
い
っ
た
過
程
を
檢
證
す
る
も
の
で
あ
る（
１
）。

　

た
と
え
ば
、
現
在
用
い
ら
れ
る
大
型
字
典
『
漢
語
大
字
典
』
乙

に
は
、「
乾
」

の
ほ
か
に
、「

」「
乹
」「
𠃵
」
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
三
字
は
す
べ
て
「
同

乾
」
と
し
て
お
り
、
♫
・
義
に
よ
る
區
別
に
つ
い
て
は
觸
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
、
現
在
一
般
的
に
見
ら
れ
る
「
乾
」
字
二
♫
（
カ
ン
・
ケ
ン
）
の

扱
い
は
、
お
お
む
ね
宋
代
以
降
の
字
書
・

書
等
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
北
宋
の
大
中
祥
符
元
年
（
一
〇
〇
八
）
に
成
立
し
た

書
『
大
宋
重
修

廣（
２
）』（

以
下
『
廣

』）
に
は
、
正
文
（
見
出
し
字
）
と
し
て
「
乾
」
字
が
次
の
二

箇
所
に

め
ら
れ
て
い
る
。

　

Ⓐ
平
聲
寒

（
見
母
開
口
一
等
）　　
　

第
一
一
小

「
干
（
古
寒
切
）」　

　
　

乾　

字

云
、
本
♫
虔
、
今
借
爲
乾
濕
字
。

姓
、
出
何
氏
姓（
３
）。

　

Ⓑ
平
聲
仙

（
群
母
開
口
三
等
Ｂ
類
）　

第
三
九
小

「
乾
（
渠
焉
切
）」　

　
　

乾　

天
也
。
君
也
。
堅
也
。
渠
焉
切
。

♫
干
。
九
。

　

こ
の
『
廣

』
に
見
ら
れ
る
區
分
に
從
っ
て
、
現
代
で
は
こ
の
二
♫
が
そ
れ
ぞ

れ
次
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

Ⓐ
中
古
音
：
平
聲
寒

見
母　

日
本
漢
♫
「
カ
ン
」　

♫
「gān （
４
）」

　
　
　
「
乾
燥
（
か
わ
く
、
か
わ
か
す
）」
な
ど
に
用
い
る

　

Ⓑ
中
古
音
：
平
聲
仙

群
母　

日
本
漢
♫
「
ケ
ン
」　

♫
「qián

」

　
　
　
「
乾
坤
（
天
、
易
の
卦
、
い
ぬ
い
）」
な
ど
に
用
い
る

　

と
こ
ろ
で
、『
廣

』
の
少
し
あ
と
に
成
立
し
た

書
『
集（
５
）
』
の
平
聲

（
仙
）

に
あ
る
正
文
「
乾
」
に
は
、
そ
の
㊟
文
に
「
俗
作
乹
」
と
あ
る
よ
う
に
、

體
字
「
乹
」
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
淸
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
康
煕
字
典
』
も

『
集

』
の
記
述
を
踏

し
て
お
り（
６
）、「
乾
」「
乹
」
の
二
字
は
、
現
在
、
形
の
み

な
る

體
字
と
し
て
認

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（
７
）。

　

な
お
本
稿
は
、
冐
頭
で
述
べ
た
通
り
、
か
つ
て
「
乾
（
カ
ン
）」
と
「
乹
（
ケ

ン
）」
の
區
別
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
實
際
に
參
照
し
た
の

は
、
寫
本
に
表
れ
る
字
形
が
中
心
で
あ
る
。
寫
本
に
表
れ
る
字
形
に
は
當
然
な

「
乾
（
カ
ン
）」「
乹
（
ケ
ン
）」
字
考

�

田
拓
海
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八
二

完
本
王

（
王
三
）	

乾　

燥
。
古
作

。

TID
.1015	

乾　

字
樣
云
、
夲
♫

、
今
借
爲
乾
濕
字
。
又
姓
、
出
何
氏

　
　

姓
苑
也
。

　

Ⓑ
仙

群
母
（
ケ
ン
）

S
.2071

（
切
三
）	

𠃵　

古
作
乾
。
渠
焉
反
。
六
。

P
.2011

（
王
一
）	

𠃵　

渠
焉
反
。
天
。
古
作
乾
、
不
省
、
與
𠃵
同
。
六（
（（
（

。

完
本
王

（
王
三
）	

𠃵　

渠
焉
反
。
𠃵
坤
天
地
。
六
。

P
.2014	

𠃵　

坤
。
天
、
君
也
。
堅
、
健
也
。
巨
騫
反
。
八
。

　

以
上
示
し
た
如
く
、S.2071

、P.2011

、
完
本
王

に
お
い
て
は
、
寒

見

母
に
「
乾
」
を
、
仙

群
母
に
「
乹
」
を
そ
れ
ぞ
れ
用
い
て
い
る
（P.2014

に
つ

い
て
も
、
仙

群
母
に
「
乹
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
乾
」
と
の
區
別
が
あ
る
も
の

と
見
ら
れ
る（
（（
（

）。

　

こ
の
使
い
分
け
は
㊟
文
に
も
存
在
す
る
。S.2071

、P.2011

、
完
本
王

に

表
れ
る
「
乾
」「
乹
」
に
つ
い
て
、
全
例
を
對
照
し
て
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る

（「
乹
」
を
網
か
け
で
示
す
（
（（
（

）。

　

聲　
　
　

S
.2071	

P
.2011	

完
本
王

①

曉　

晞　

日
氣
乾	

日
氣
乾	

日
氣
乾

②
魚
見　

　
〔
無
〕	

乾
雉
又
鉅

反	

乾
雉
又
鉅

反

③
元
見　

　

乾
革
…	

〔
不
朙
〕	

就
革
又
下
旦
反

④
仙
溪　

愆　

罪
去

反	

去

反
罪	

去

反
罪
俗

⑤
仙
影　

焉　

於

反	

反
何
又
矣

反
…	

於

反
矣

反
…

⑥
肴
匣　

肴　

與

通
…	

〔
不
朙
〕	

胡

反
乾
肉
…

⑦
肴
見　

　

乾

	

乾

	

乾

⑧
尤
生　

　

乾
魚	

乾

	

乾
魚

⑨
侯
匣　

　

乾
⻝	

乾
⻝	

乾
⻝

が
ら
幅
が
あ
り
、
活
字
に
置
き
換
え
て
も
、
左

（
偏
）
に
「
𠦝
」「
卓
」、
右

（

）
に
「
乞
」「

」「
乚
」
な
ど
の
違
い
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ

る
。
た
だ
し
、
別
字
と
見
な
し
う
る
差

は
、
右

（

）
に
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
乞
（

）」
と
「
乚
」
の
對
立
と
し
て
捉
え
る
も
の
と

し
、
特
に
必
要
の
な
い
場
合
、「
乾
」（
カ
ン
）
と
「
乹
」（
ケ
ン
）
と
で
代
表
さ
せ

て
示
す（
８
）。
ま
た
、
寫
本
に
つ
い
て
は
特
に
敦
煌
殘
卷
本（
９
）を
扱
う
が
、
こ
れ
に
は
、

汚
損
、
誤
寫
が
散
見
さ
れ
、
書
寫
字
形
、
寫
眞
の
狀
態
な
ど
に
よ
り
、

讀
の

困
難
な
も
の
も
非
常
に
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
用
例
の
揭
出
に
際
し
て
は
、「
乾

（
乹
）」
以
外
の
文
字
に
つ
い
て
も
、
論
旨
に
か
か
わ
ら
な
い
差

は
捨
象
す
る
こ

と
が
あ
る（
（（
（

。

２　
『
切

』
に
お
け
る
區
別

　

隋
の
仁
壽
元
年
（
六
〇
一
）
に
成
立
し
た

書
、
陸
法
言
撰
『
切

』
は
、『
廣

』
に
到
る
ま
で
に
幾
度
も
增
補
改
訂
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
「
切

系

書
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
散
佚
し
て
い
る
が
、
一

は
敦
煌
殘
卷
本
を
中
心
に

知
ら
れ
て
い
る（
（（
（

。
こ
の
う
ち
、
平
聲
寒

、
平
聲
仙

の
兩
者
を
共
に
存
す
る
も

の
に
、S.2071

（
切
三
）、P.2011

（
王
一
）、
完
本
王

（
王
三
）
の
三
種
が
あ

る
。
ま
た
、
平
聲
寒

の
み
を
存
す
る
も
の
にTID

.1015
が
、
平
聲
仙

の
み

を
存
す
る
も
の
にP.2014

が
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
正
文

「
乾
（
乹
）」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る（
（（
（

。

　

今
、
以
上
擧
げ
た
五
種
に
表
れ
る
正
文
「
乾
（
乹
）」
お
よ
び
そ
の
㊟
文
を
示

せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

Ⓐ
寒

見
母
（
カ
ン
）

S
.2071

（
切
三
）	

乾　

燥
。
古
作

。

P
.2011

（
王
一
）	

乾　

燥
。
古
作

。



「
乾
（
カ
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）」「
乹
（
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㉟
⺼
云　

　
〔
無
〕	

曝
乾	

曬
曝
乾

㊱
錫
溪　

　

乾
燥
去
激
反	

去
激
反
乾

	

去
激
反
乾

㊲
昔
心　

　
〔
無
〕	

乾	

〔
無
〕

㊳
陌
匣　

　

圡
乾
胡
格
反	

〔
不
朙
〕	

胡
格
反
土
乾

㊴
緝
溪　

　
〔
無
〕	

〔
不
朙
〕	

濕
乾
欲
乾

㊵

　

　
〔
不
朙
〕	

〔
不
朙
〕	

稷
禾
上

乾

㊶

竝　

　
〔
不
朙
〕	

〔
不
朙
〕	

火
乾

　

⑰
が
例
外
と
な
る
が
、
誤
寫
の
範
圍
內
と
し
て
見
な
せ
よ
う（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
初

朞
の
『
切

』
寫
本
に
は
朙
確
な
區
別
が
存
在
す
る（
（（
（

。

　

ま
た
「
乾
」「
乹
」
の
使
い
分
け
は
反
切
用
字
法
か
ら
も
首
肯
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。「
乾
」「
乹
」
二
字
は
常
用
字
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
乾
」
が
多
數
の
義
㊟
に

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、「
乹
」
が
小

先
頭
字
、
か
つ
反
切
用
字
で
あ
る
こ
と

か
ら
も
朙
ら
か
で
あ
る
が
、
特
に
「
乹
」
が
反
切
用
字
で
あ
る
點
は
㊟
目
に
値
す

る（
（（
（

。
反
切
は
、
あ
る
特
定
の
一
♫
を
導
き
出
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
複

數
の
♫
を
も
つ
字
（
多
♫
字
）
は
避
け
る
こ
と
が

ま
し
く
、
二
♫
が
別
々
の
聲

類
・

類
で
あ
る
な
ら
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、『
切

』
が
反
切
用
字

と
し
て
「
乹
」
を
用
い
、
そ
れ
が
仙

群
母
（
ケ
ン
）
を
表
し
て
い
る
以
上
、
寒

見
母
（
カ
ン
）
の
「
乾
」
と
同
一
字
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
は
難
し
い
。
さ
ら

に
付
言
す
る
な
ら
ば
、『
廣

』
仙

群
母
「
乾
」
の
㊟
文
に
「

♫
干
」
と
あ

る
の
に
對
し
て
、
初
朞
の
『
切

』
諸
本
に
は
、
寒

見
母
「
乾
」、
仙

群
母

「
乹
」
の
い
ず
れ
に
も

♫
㊟
記
が
見
え
な
い
こ
と
も
、
兩
者
が
別
字
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、『
切

』
に
見
ら
れ
る
「
乾　

古
作

」「
𠃵　

古
作
乾
」
と
い
う
㊟

記
（

體
字
㊟
記
）
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
別
に
檢
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う（
（（
（

。

⑩
銜
匣　

　
〔
無
〕	

乾
瓦
屋	

乾
瓦
屋

⑪
止
　

胏　

脯
易
曰
⻝
乾
胏	

脯
易
曰
⻝
乾
脯
…	

脯
易
曰
⻝
乾
胏
…

⑫
語
日　

　

乾

	

〔
無
〕	

〔
無
〕

⑬
麌
非　

脯　

乾
脯	

乾
脯	

乾

⑭
麌
奉　

父　

扶
雨
反	

扶
雨
反
榘	

扶
雨
反
天

榘

⑮
獮
溪　

　

乾
麺
餅	

〔
不
朙
〕	

黏
又
進

⑯
獮
溪　

　
〔
無
〕	

〔
無
〕	

乾
麺
餅

⑰
巧
初　

　
〔
無
〕	

亦
作
…	

乾
亦
作
…

⑱
晧
來　

　

乾
梅	
乾
梅	

乾
梅

⑲
晧
心　

燥　

乾	
乾
正
作

	

乾
正
作

⑳
馬
日　

　

乾

人
者
反	

人
者
反
乾

	

人
者
反
乾

㉑
養
群　

　
〔
無
〕	

乾
漬
米	

乾
漬
米

㉒
有
溪　

糗　

乾

屑
去
久
反	

去
久
反
…

屑	

去
久
反
乾
餅
屑

㉓
送
溪　

　
〔
不
朙
〕	

〔
不
朙
〕	

去
諷
反
火
乾
物

㉔

見　

　
〔
不
朙
〕	

乾	
乾

㉕
翰
溪　

　
〔
不
朙
〕	

乾
韋
又

寒
反	
乾
革
又

寒
反

㉖
翰
曉　

暵　
〔
不
朙
〕	

日
氣
乾	
日
氣
乾

㉗
翰
曉　

熯　
〔
不
朙
〕	

火
乾	

火
乾

㉘
翰
曉　

　
〔
不
朙
〕	

水
濡
乾	

水
濡
乾

㉙
笑
　

　
〔
不
朙
〕	

置
風
日
内
令
乾	

風
日
内
令
乾

㉚
勘
透　

　
〔
不
朙
〕	

言
又

仰
反	

言

仰

㉛
嶝
見　

　
〔
不
朙
〕	

日
乾	

日
乾

㉜
屋
竝　

曝　

日
乾

木
反	

〔
不
朙
〕	

木
反
日
乾
皃

㉝
覺
溪　

　

皮
乾	

皮
乾	

皮
乾

㉞
覺
溪　

　
〔
無
〕	

火
乾	

火
乾
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八
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そ
の
い
ず
れ
も
二
♫
ず
つ
揭
出
し
、
仙

群
母
（
ケ
ン
）、
寒

見
母
（
カ
ン
）
の

順
に
排
し
て
い
る
。
し
か
し
、
義
㊟
に
目
を
向
け
る
と
、『
篆
隸

象
名
義
』
と

符
合
す
る
か
の
よ
う
に
、

に
は
仙

群
母
相
當
の
義
㊟
が
、
一
方
乙

に
は

寒

見
母
相
當
の
義
㊟
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、

の
「

居
寒
切
燥
也
」、
お
よ
び
乙

の
「
巨
焉
切
」
は
後
に
追
加
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
も
と
『
玉
篇
』
で
は
、「
乾
（
カ

ン
）」「
乹
（
ケ
ン
）」
の
二
字
が
區
別
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、「
乹
」

が

に
置
か
れ
な
が
ら
、「
人
（
𠂉
）」
を
含
ん
で
い
な
い
點
な
ど
、
よ
り
原
本

に
近
い
『
玉
篇
』
に
お
け
る
「
乾
」「
乹
」
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
檢
討
す
べ
き

問
題
が
存
在
す
る（
（（
（

。
４　

字
樣
書
に
お
け
る
記
述

　

以
上
、
お
お
よ
そ
南
朝
梁
か
ら
唐
代
に
か
け
て
「
乾
（
カ
ン
）」
と
「
乹
（
ケ

ン
）」
と
の
區
別
が
存
在
し
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
こ
れ
が
北
宋
の
『
廣

』

『
大
廣
益
會
玉
篇
』
に
お
い
て

合
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
字
體
か
ら
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、

♫
㊟
記
の
存
在
に
よ
っ
て
も
朙
ら
か
で
あ
る
。
で
は
、
い
つ

頃
、
い
か
な
る
經
緯
で

合
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
い
き
さ
つ
は
、
唐
代
に
撰
述
さ
れ
た
字
樣
書
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
字
樣
書
に
つ
い
て
は
、
敦
煌
本S.388

（
歬
半

『
群
書
新
定
字
樣
』、
後
半

『
正
名
要
錄
』）
を
扱
っ
た
西
原
［
一
九
七
九
］
に
始
ま
る
一
連
の
硏
究
に
よ
っ
て
、

多
く
の
事
柄
が
朙
ら
か
と
な
っ
て
い
る（
（（
（

。

　

な
お
「
字
樣
書（
（（
（

」
に
つ
い
て
、
西
原
［
一
九
八
五
ａ
：
二
］
は
、「
字
♫
や
字
形

上
の
類
似
點
を
㊒
す
る
が
故
に
錯
誤
に
陷
る
可
能
性
の
あ
る
文
字
を
、
同
字
・
別

字
の
區
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
廣
く
辨
別
す
る
た
め
に
撰
述
さ
れ
た
小
學
書
」
で

あ
り
「
字
書
・

書
・
♫
義
な
ど
と
い
う
場
合
の
書
誌
形
態
上
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と

３　
『
玉
篇
』
に
お
け
る
區
別

　

南
朝
梁
の
大
同
九
年
（
五
四
三
）
に
成
立
し
た
字
書
、
顧
野
王
撰
『
玉
篇
』
は

幾
度
か
の
改
變
を
經
て
、
北
宋
の
大
中
祥
符
六
年
（
一
〇
一
三
）
に
『
大
廣
益
會

玉
篇
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
原
本
系

の
も
の
は
、
そ
の
一

が
日
本
に
殘
存

し
て
い
る
も
の
の
、
正
文
「
乾
（
乹
）」
の
箇
所
は
、
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
と
は
別
に
、
日
本
に
は
、
原
本
系

の
『
玉
篇
』
を
抄
錄
し
た

『
篆
隸

象
名
義
』（
空
海
撰
と
傳
わ
る
）
が
存
在
す
る
。

　

次
に
、『
篆
隸

象
名
義（
（（
（

』
と
『
大
廣
益
會
玉
篇（
（（
（

』
に
表
れ
る
正
文
「
乾

（
乹
）」
お
よ
び
そ
の
㊟
文
を
示
す
。

　
　

（『
大
廣
益
會
玉
篇
』
第
三
〇
七
）

『
篆
隸

象
名
義
』
乹　

竒
焉
反
。
健
也
。
天
也
。
君
也
。
犮
也
。

『
大
廣
益
會
玉
篇
』
乾　

奇
焉
切
。
健
也
。
天
也
。
君
也
。

居
寒
切
。
燥
也
。

　
　

乙

（『
大
廣
益
會
玉
篇
』
第
五
一
四
）

『
篆
隸

象
名
義
』
乾　

柯
寒
反（
（（
（

。
竭
也
。

也
。
燥
也
。

『
大
廣
益
會
玉
篇
』
乾　

巨
焉
切
。

柯
丹
切
。
竭
也
。
燥
也
。
燋
也
。

　

正
文
に
お
い
て
は
『
大
廣
益
會
玉
篇
』
に
字
體
の
區
別
が
無
い
一
方
、『
篆
隸

象
名
義
』
は
「
乾
（
カ
ン
）」「
乹
（
ケ
ン
）」
と
朙
確
に
區
別
し
て
い
る
。
こ
れ

は
先
に
示
し
た
『
切

』
の
類
別
と
同
じ
で
あ
る（
（（
（

。

　

ま
た
、
區
別
さ
れ
て
い
た
痕
跡
は
、
字
體
上
で
は
同
一
と
な
っ
て
い
る
『
大
廣

益
會
玉
篇
』
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、「
乾
」
字
が

と
乙

の

二
箇
所
に
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
字
書
は

書
と

な
り
、
正
文
は
一
箇
所
に

表
れ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
二
箇
所
に
表
れ
て
い
る
と
い
う
事
實
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
、
も
と
別
字
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

い
ま
一
つ
は
そ
の
㊟
文
か
ら
う
か
が
え
る
。

「
乾
」
と
乙

「
乾
」
は
、



「
乾
（
カ
ン
）」「
乹
（
ケ
ン
）」
字
考

八
五

　

以
上
、
多
少
の

同
が
あ
り
、
ま
た
「
字
樣
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
他

氏
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が（
（（
（

、
こ
こ
で
は
『
顏
氏
字
樣
』
と
し

て
擧
げ
て
お
く（
（（
（

。

　

記
述
か
ら
す
れ
ば
、「
乾
」
字
は
本
♫
が
「
ケ
ン
」
で
あ
り
、「
カ
ン
」
の
♫
、

「
か
わ
く
」
の
意
に
用
い
る
の
は
「
借
」
の
用
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　

４
、
２　
『
正
名
要
錄
』

　

西
原
［
一
九
七
九
］
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
たS.388

後
半

に
の

み
存
在
す
る
孤
本
で
あ
り
、
現
存
最
古
の
字
樣
書
で
あ
る
。
撰
者
は
郞
知
本（
（（
（

、
成

立
は
貞

十
七
（
六
四
三
）
～
二
十
三
（
六
四
九
）
年
の
閒
で
あ
る（
（（
（

。

　

S.388

『
正
名
要
錄
』
に
、「
乾
（
乹
）」
字
は
見
當
た
ら
な
い
。
た
だ
し
、
西

原
［
一
九
七
九
：
二
一
、一
九
八
五
ａ
：
六―

七
］
は
、『
新
撰
字

』
と
の
對
比
か

ら
、S.388

『
正
名
要
錄
』
が
殘
卷
本
で
あ
る
可
能
性
を
指

し
て
お
り
、
本
來

「
乾
（
乹
）」
字
が
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
敦
煌
本
の
缺
損

分

は
、
別
字
の
辨
別
を
示
す
箇
所
に
相
當
す
る
た
め（
（（
（

、『
正
名
要
錄
』
で
は
「
乾
」

と
「
乹
」
と
が
別
字
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

　
　

４
、
３　
『
群
書
新
定
字
樣
』

　

杜
延
業
の
撰
。『
干
祿
字
書
』
序
文
に
そ
の
名
が
見
え
て
い
た
が
、
そ
の

實
態
は
長
く
不
朙
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
西
原
［
一
九
七
九
：
二
二
（
㊟
四
）、

一
九
八
一
：
一
六―

一
九
］
に
よ
っ
て
、S.388

歬
半

が
『
群
書
新
定
字
樣
』
で

あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
（S.388

は
そ
の
冐
頭

が
缺
損
し
て
い
る
た
め
、
書
名

が
朙
ら
か
で
な
か
っ
た（
（（
（

）。
そ
の
後
、『
法

經
釋
文
』
に
存
在
す
る
佚
文
を
見
出
し

た
西
原
［
一
九
九
〇
：
四
五―

四
八
］
に
よ
っ
て
、
ま
た
、『
切

』
諸
本
に
存
在

す
る
佚
文
を
見
出
し
た
李
景
遠
［
一
九
九
七
：
五
四―

五
五
］
に
よ
っ
て
、S.388

歬
半

が
『
群
書
新
定
字
樣
』
で
あ
る
と
證
朙
さ
れ
た
。
成
立
は
、
六
五
〇
～

六
七
七
年
の
閒
と
さ
れ
る（
（（
（

。

竝
行
的
な
、
獨
立
の
書
誌
範
疇
」
と
規
定
し
て
い
る
。

　

以
下
、
字
樣
書
に
よ
っ
て
「
乾
」「
乹
」
に
つ
い
て
の
記
述
を
見
て
い
き
た

い
。
扱
う
の
は
、
記
述
が
見
ら
れ
る
『
顏
氏
字
樣
』（
佚
文
）、『
干
祿
字
書
』、『
九

經
字
樣
』（『
五
經
文
字
』
を
含
む
）、
お
よ
び
、
記
述
さ
れ
て
い
た
可
能
性
の
あ
る

『
正
名
要
錄
』『
群
書
新
定
字
樣
』
で
あ
る（
（（
（

。

　
　

４
、
１　
『
顏
氏
字
樣
（
顏
監
字
樣
）』

　

唐
の
貞

年
閒
に
、
太
宗
は
五
經
の
標
準
テ
ク
ス
ト
の
整
備
を
す
る
た
め
に
顏

師
古
に
命
じ
て
そ
の
考
定
を
さ
せ
た
。
そ
の
際
に
生
ま
れ
た
の
が
、
數
枚
の
紙
に

六
百
字
ほ
ど
を
揭
出
し
、
楷
書
に
つ
い
て
讎
校
し
た
と
さ
れ
る
『
顏
氏
字
樣
』
で

あ
る（
（（
（

。
そ
の
成
立
は
、
貞

五
、六
年
（
六
三
一
、
六
三
二
）
頃
と
さ
れ
る（
（（
（

。

　

本
書
は
、
佚
書
で
あ
る
が
佚
文
が
存
在
す
る
。『
小
學
叢
殘
』（
淸
汪
黎
慶
輯
）

は
九
例
を
擧
げ
る
が
、
そ
の
う
ち
「
顏
氏
字
樣
」
と
あ
る
の
は
、「
螺
」
一
例
の

み
で
あ
る（
（（
（

。

　

ほ
か
の
八
例
は
「
字
樣
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、
先
に
示
し
た

『
廣

』、TID
.1015

『
切

』
に
も
見
ら
れ
た
「
乾
」
字
が
存
在
す
る
。

　
　

乾
、
字
樣
云
、
本
♫

、
今
借
爲
乾
濕
字
。

　
　
　
　

	

（
廣
均
二
十
五
寒　

遼
釋
希
麟
續
♫
義
七
（
（（
（
　

五
♫
集
均
八
寒
）

　

ま
た
、
李
景
遠
［
一
九
九
七
：
四
三
］
は
、『
切

』
諸
本
よ
り
、
ほ
か
に
四
例

を
擧
げ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、「
顏
監
」「
顏
師
古
」
と
朙
記
さ
れ
て
い
る
も
の

も
見
え
る
。

　

さ
て
、「
乾
（
乹
）」
字
に
つ
い
て
は
、
先
に
擧
げ
た
『
小
學
叢
殘
』
の
例
の
ほ

か
に
も
「
字
樣
」
の
佚
文
が
存
在
す
る
の
で
次
に
示
す（
（（
（

。

　
　

　

字

云
、
本
♫

、
今
借
♫
耳
。　
　
　

	

（
龍

手
鑑
（
（（
（

）

　
　

乾　

字

云
、
夲
♫

、
今
借
爲
乾
濕
字
也
。　

	

（
妙
法

經
釋
文
（
（（
（

）

　
　

乹　

字
樣
、
今
借
為
干

用
乾
。　
　
　
　
　

	

（
和
漢
年
號
字
抄
（
（（
（

）



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

八
六

書
』
に
從
え
ば
、
長
い
年
⺼
に
渡
っ
て
習
慣
的
に
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
い
え
る
。

　
　

４
、
５　
『
五
經

字
（
五
經
字
樣
）』、『
九
經
字
樣（
（（
（

』

　
『
九
經
字
樣
』
は
、
正
式
に
は
『
新
加
九
經
字
樣
』
と
あ
る
よ
う
に
、『
五
經
文

字
』
の
補
遺
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
二
書
を
ま
と
め
る
。

　

張
參
撰
『
五
經
文
字
』
の
成
立
は
七
七
六
年
、
唐
玄
度
撰
『
九
經
字
樣
』
の

成
立
は
八
三
三
年
で
あ
る
。
こ
の
二
書
は
、
他
の
經
典
と
と
も
に
開
成
石
經

（
八
三
七
）
に

さ
れ
て
い
る
。

　
「
乾
」
字
は
、『
五
經
文
字
』
に
は
揭
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
九
經
字
樣
』
雜

辨

に
見
ら
れ
、
次
の
如
く
あ
る
。

乾　

♫

、

♫
干
。
上
從

、

♫
幹
。
下
從
乙
、
乙
♫
軋
。
乙
謂

木

甲
抽
乙
而
生
、

謂
日
出
光

也
。
故
曰
乾
爲
陽
。
陽
能
燥
物
。

♫

干
。
干　

二
♫
爲
字
一
體
。
今
俗
分
別
、
作
𠃵
♫　

、
作
乾
♫
干
、
誤
也
。

（
乾　

に
♫
し
、

干
に
♫
す
。
上
は

に
從
ひ
、

は
幹
に
♫
す
。
下
は
乙
に
從

ひ
、
乙
は
軋
に
♫
す
。
乙
は

木
甲
を

し
乙
を
抽
し
て
生
ず
る
を
謂
ひ
、

は
日

出
で
光

た
る
を
謂
ふ
な
り
。
故
に
曰
く
、乾
は
陽
た
り
と
。
陽
能
く
物
を
燥
か
す
。

干
に
♫
す
。
干　

の
二
♫
、字
一
體
た
り
。
今
俗
に
分
別
し
、𠃵
に
作
り　

に
♫
し
、

乾
に
作
り
干
に
♫
す
る
は
、
誤
り
な
り
。）

　

す
な
わ
ち
、
世
俗
で
は
「
乾
（
カ
ン
）」
と
「
乹
（
ケ
ン
）」
と
に
分
け
て
用
い

て
い
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
り
、
兩
者
一
字
體
と
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
た
だ
し
、
補
遺
で
あ
る
『
九
經
字
樣
』
に
見
え
、『
五
經
文
字
』
に
見
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
は
、「
乾
」
字
の
扱
い
に
つ
い
て
、

断
の
搖
れ
が
存
し
た
と

も
い
え
る
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

４
、
６　
「
字
樣
書
」
と
『
說

解
字
』

　

以
上
の
字
樣
書
の
記
述
を
要
す
る
に
、『
切

』『
玉
篇
』
な
ど
に
見
ら
れ
た
別

　
S.388

『
群
書
新
定
字
樣
』
に
、「
乾
（
乹
）」
字
は
見
當
た
ら
な
い
。
た
だ

し
、S.388

は
、
冐
頭

が
缺
損
し
て
い
る
た
め
、
そ
こ
に
「
乾
（
乹
）」
字
が

存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る（
（（
（

。

　

ま
た
、S.388

『
群
書
新
定
字
樣
』
は
後
敍
を
存
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば

『
顏
氏
字
樣
』
に
依
據
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先

に
『
顏
氏
字
樣
』
の
も
の
と
し
て
擧
げ
た
例
が
、『
群
書
新
定
字
樣
』
に
も
引
き

繼
が
れ
、
同
一
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
先
の
例
が
『
群
書
新
定

字
樣
』
そ
の
も
の
の
佚
文
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う（

（（
（

。

　
　

４
、
４　
『
干
祿
字
書
（
干
祿
字
樣
（
（（
（

）』

　

七
一
五
～
七
二
二
年
頃
に
顏
元
孫
が
撰
述
し（
（（
（

、
七
七
四
年
、
そ
の
甥
の
顏
眞
卿

に
よ
っ
て
石

さ
れ
普
及
し
た
。

　

そ
の
平
聲
仙

相
當
箇
所（
（（
（

（
ケ
ン
）
に
次
の
如
く
あ
る
。

　
　

𠃵
乹
乾　

上
俗
、
中
通
、
下
正
。
下
亦
乾（
（（
（

燥
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
三
字
は
い
ず
れ
も
「
乾
」
を
正
體
と
す
る

體
字
關
係
に
あ

る
と
見
な
し
、「
ケ
ン
（「
天
」
の
意
）」
と
解
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
、「
乾
」

の
字
體
に
つ
い
て
は
「
乾
燥
」
の
意
も
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る（
（（
（

。

　

な
お
、
㊟
文
に
示
さ
れ
る
「
正
」「
通
」「
俗
」
に
つ
い
て
は
、『
干
祿
字
書
』

序
文
に
說
朙
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
俗
體
」
と
は
、
淺
近
な
字
體
で
あ
っ
て
、

戶
籍
簿
・
文

の

案
・
手
形
・

の
處
方
な
ど
、
雅
言
を
要
さ
な
い
も
の
に
用

い
て
も
問
題
の
な
い
も
の
。「
通
體
」
と
は
長
い
年
⺼
に
渡
っ
て
習
慣
的
に
行
わ

れ
て
き
た
も
の
で
、
上
奏
文
・
報
吿
書
・
手
紙
・

決
文
な
ど
に
用
い
て
も
よ

く
、
も
と
よ
り
誹
り
と
が
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
も
の
。「
正
體
」
と
は
、
據
り

所
が
あ
っ
て
、

述
・
文

・
官
僚
採
用
試
驗
の
答
案
・
石
碑
に
用
い
る
べ
き
も

の
、
で
あ
る（
（（
（

。

　

特
に
「
乹
」
字
に
つ
い
て
は
、「
通
體
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、『
干
祿
字



「
乾
（
カ
ン
）」「
乹
（
ケ
ン
）」
字
考

八
七

ン
」
に
「
乾
」
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
干
祿
字
書
』『
九
經
字

樣
』
に
い
う
「
正
」
の
用
法
で
あ
る
。

　

な
お
、『
周
易
』
の
♫
義
書
で
あ
るP.2617

『
經
典
釋
文
』「
周
易
♫
義（
（（
（

」
に

は
、
卦
の
說
朙
と
し
て
、「

下
离
上
」「
震
下

上
」
の
如
く
「
乹
（
ケ
ン
）」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
「

」
の
♫
㊟
に
「
♫
干
」
の
如

く
「
乾
（
カ
ン
）」
と
す
る
例（
（（
（

が
あ
り
、「
乾
（
カ
ン
）」
と
「
乹
（
ケ
ン
）」
と
を
區

別
し
て
い
る
（「
非
正
」（
俗
）
の
用
法
）。

　

以
上
の
例
か
ら
も
、「
乾
」「
乹
」
の
二
面
性
が
、
當
時
實
際
に
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
乾
（
カ
ン
）」
と
「
乹
（
ケ
ン
）」
と
の
區

別
が
、
い
つ
頃
か
ら
存
在
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
石

㊮
料
等
、
實
例
の

集
を
始
め
と
し
た
詳
細
な
檢
討
が
必
要
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

６　

科
擧
に
と
も
な
う
楷
書
の
整
理
と
字
樣
書

　

南
北
朝
時
代
は
、
漢
代
以
降
續
い
た
隸
書
・
楷
書
の
發
展
に
と
も
な
い
、
多
く

の

體
字
を
生
み
出
し
た
。
當
時
、
俗
字
を
は
じ
め
多
く
の

體
字
が
通
行
し
て

い
た
樣
子
は
、
顏
之
推
（
五
三
一
～
五
九
一
）『
顏
氏
家
訓
』
に
お
い
て
も
述
べ
ら

れ
て
い
る（
（（
（

。

　

隋
、
唐
と

一
王
朝
が
成
立
し
、
國
家
試
驗
た
る
科
擧
が
整
備
・
實
施
さ
れ
る

に
あ
た
っ
て
は
、
字
體
の

一
が
必
要
で
あ
っ
た
。

體
字
が
多
く
て
は
、
採
點

に

を
き
た
す
か
ら
で
あ
る
。
唐
の
貞

年
閒
に
、
太
宗
は
顏
師
古
に
命
じ
、

五
經
本
文
の
考
定
と
、
標
準
テ
ク
ス
ト
の
整
備
を
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
際
に
生

ま
れ
た
の
が
『
顏
氏
字
樣
』
で
あ
る（
（（
（

。
同
樣
に
、『
五
經
文
字
』、『
九
經
字
樣
』

も
、
經
典
の
字
體
を
正
す
べ
く
撰
述
さ
れ
た
敕
定
の
字
樣
書
で
あ
る
。
ま
た
、
私

撰
の
『
干
祿
字
書
』
も
「
祿
を
干
む
」
の
通
り
、
科
擧
を
意

し
て
い
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
字
樣
書
の
撰
述
に
は
科
擧
と
そ
れ
に
伴
う
經

字
と
し
て
使
い
分
け
る
こ
と
は
、
本
來
の
用
法
で
は
な
い
と
見
な
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
そ
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
何
か
。

　

字
樣
書
に
は
、
體
裁
・
字
體
規
範
用
語
を

に
し
な
が
ら
も
、
時
代
を
通
じ
て

不
變
の
一
貫
し
た
考
え
方
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る（
（（
（

。
そ
し
て
、
そ
の
軸
と
な
っ
た
の

が
『
說
文
解
字
』
で
あ
る（
（（
（

。
現
行
の
『
說
文
解
字
』
に
は
、「
乙

」
に
「
乾
」

字
が
あ
る
の
み
で
、「
乹
」
字
は
存
在
し
な
い（
（（
（

。
字
樣
書
に
見
え
る
記
述
は
、
ひ

と
え
に
こ
の
事
實
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

５　

そ
の
他
敦
煌
寫
本
に
お
け
る
實
例

　

以
上
、
字
樣
書
に
よ
っ
て
、「
乾
（
乹
）」
字
の
記
述
を
見
て
き
た
。
そ
こ
か
ら

は
、
世
俗
で
は
「
乾
」
と
「
乹
」
と
を
區
別
し
て
用
い
て
い
た
こ
と
、
そ
の
一
方

で
、
そ
れ
を

合
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
う
し
た
「
乾
」「
乹
」
の
二
面
性
（

體
字
か
別
字
か
）
は
、
敦
煌
寫
本
（
多

く
は
唐
代
の
も
の
と
さ
れ
る
）
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
例
と
し
て

『
開

要
訓
』
と
、『
周
易
』、
お
よ
び
『
周
易
♫
義
』
を
擧
げ
る
。

　
『
開

要
訓
』
は

敎
科
書
の
一
つ
で
、
敦
煌
本
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、「

坤
覆
載
」
で
始
ま
り
、
途
中
に
「
曬
曝

燥
」
が
含
ま
れ
る
た
め
、

「
乾
」「
乹
」
二
字
の
區
別
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
殘
存
箇
所
は
諸
本
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が（
（（
（

、『
敦
煌
經

文
獻
合
集
』
は
、「

坤
」
の
見
え
る
も
の

十
點
以
上
に
つ
い
て
、
す
べ
て
「
乹
（
𠃵
）」
で
あ
る
と
し
て
い
る（
（（
（

。
こ
の
よ
う

に
、「
乹
（
𠃵
）」
を
用
い
る
の
は
、『
干
祿
字
書
』『
九
經
字
樣
』
に
い
う
「
非

正
」（
俗
）
の
用
法
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、「
乾
」「
乹
」
を
區
別
し
な
い
も
の
も
存
在
す
る（
（（
（

。『
周
易
』（
王

弼
㊟
）
の
寫
本P.2616

に
は
「
坎
下

上
」「

下
巽
上
」「
兌
下

上
」、
ま
た

P.2530

（
（（
（

に
は
「
震
下

上
」「

下
艮
上
」
の
如
く
、
卦
の
說
朙
と
し
て
「
ケ



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

八
八

次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。「
書
體
」：
漢
字
の
形
に
於
て
存
在
す
る
社
會
共
通
の

樣
式
。
多
く
は
其
の
漢
字
㊮
料
の
目
的
に
よ
り
決
ま
る
。
楷
書
・

書
等
。「
字
體
」：

書
體
內
に
於
て
存
在
す
る
一
々
の
漢
字
の
社
會
共
通
の
基
準
。「
字
形
」：
字
體
內
に

於
て
認

す
る
一
々
の
漢
字
の
書
寫
（
印
字
）
さ
れ
た
形
そ
の
も
の
。「
字
種
」：
社

會
通
念
上
同
一
の
も
の
と
認

さ
れ
、
一
般
的
に
♫

と
意
味
が
共
通
す
る
相
互
交

換
可
能
な
漢
字
字
體
の
總
合
。

　
　
　

本
稿
に
お
け
る
用
語
も
こ
れ
に
從
う
が
、
本
稿
は
、
同
一
「
字
種
」（

體
字
）

と
さ
れ
る
「
乾
」「
乹
」
が
、
別
字
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
も
の

で
あ
る
。

（
２
）　

澤
存
堂
本
に
據
る
。

（
３
）　

こ
れ
に
續
い
て
、

體
字
「
　

古
文
」
が
置
か
れ
る
。
な
お
本
稿
で
は
、
用
例

の
揭
出
に
際
し
、
一
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
用
い
て
正
文
と
㊟
文
を
區
切
る
。

（
４
）　

現
代
中
國
で
は
「
干
」
字
が
用
い
ら
れ
る
。

（
５
）　

北
京
圖
書
館

宋
本
に
據
る
。

（
６
）　
『
康
煕
字
典
』
は
、
乙

「
乹
」
字
に
對
し
、「
集

、
俗
乾
字
」
と
㊟
し
、
そ
れ

以
外
の
こ
と
は
記
述
し
て
い
な
い
。

（
７
）　

分
的
で
は
あ
る
が
、「
乾
」「
乹
」
の
區
別
を
字
♫
と
結
び
つ
け
て
言
及
し
た
も

の
も
あ
る
。

　
　
　

太
田
［
一
九
八
二
］
は
、『
祖
堂
集
』
に
表
れ
る
字
體
に
つ
い
て
「
編
集
の
過
程

で
氣
付
い
た
こ
と
」
と
し
て
、「「
乾
」
は
カ
ン
と
讀
む
場
合
と
ケ
ン
と
讀
む
場
合
と

で
は
字
體
が

る
。」
と
述
べ
、「
乾
」（
干
也
）
と
「
乹
」（
～
坤
）
と
を
區
別
し
排

列
し
て
い
る
。

　
　
　

ま
た
、
小
倉
［
一
九
九
五
：
四
二
九
］
は
、
九
條
家
本
『
法

經
♫
』（
平
安
末

朞
寫
）
に
見
え
る
記
述
か
ら
、「
乾
（
カ
ン
）」
と
「
乹
（
ケ
ン
）」
に
つ
い
て
「
別

字
と
し
て
書
き
分
け
る
傳

」
が
存
在
し
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
８
）　

な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、『
干
祿
字
書
』
は
「
乹
」
と
「
𠃵
」
と
を
區
別
し
て

典
の
考
定
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る（

（（
（

。

　

特
に
『
五
經
文
字
』『
九
經
字
樣
』
は
、
他
の
經
典
（『
周
易
』『
尙
書
』『
毛
詩
』

『
周
禮
』『
儀
禮
』『
禮
記
』『
左
氏
傳
』『
公
羊
傳
』『
穀
梁
傳
』『
孝
經
』『
論
語
』『
爾
雅
』）

と
と
も
に
開
成
石
經
に

ま
れ
、
科
擧
制
度
に
お
け
る
規
範
的
字
體
を
示
し
た
も

の
で
あ
る（

（（
（

。
開
成
石
經
の
字
體
は
、
宋
版
（
特
に
南
宋
版
）
に
お
い
て
普
及
・
定

着
し
て
お
り（
（（
（

、
現
在
、「
乾
」
と
「
乹
」
と
を
單
な
る

體
字
と
見
な
し
て
い
る

の
は
『
九
經
字
樣
』
の
記
述
と
開
成
石
經
の
字
體
を
受
け
繼
い
で
い
る
か
ら
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

７　

お
わ
り
に

　
「
乾
（
カ
ン
）」「
乹
（
ケ
ン
）」
の
區
別
は
、『
切

』『
玉
篇
』
等
に
見
た
よ
う

に
廣
く
通
行
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
科
擧
制
度
の
整
備
に

と
も
な
い
必
要
と
な
っ
た

體
字
の
整
理
も
、
ま
た
別
に
行
わ
れ
て
い
た
。
唐
代

に
撰
述
さ
れ
た
字
樣
書
の
記
述
は
、
當
時
「
乾
（
カ
ン
）」
と
「
乹
（
ケ
ン
）」
と

の
使
い
分
け
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
こ
の
二
字
が
、『
說
文
解
字
』
を
基

準
と
す
る
こ
と
で
「
乾
（
カ
ン
・
ケ
ン
）」
に

合
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
傳
え
て

い
る
。

　

現
代
に
お
け
る
「
乾
」
の
用
法
は
、
主
と
し
て
宋
代
以
降
の
版
本
の
記
述
に

據
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
歬
、「
乾
」
が
「
カ
ン
」、「
乹
」
が
「
ケ

ン
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
ま
た
嚴
然
た
る
事
實
で
あ
る
。
と
く
に
古

寫
本
を
參
照
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
點
に
つ
い
て
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。㊟

（
１
）　

字
體
等
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
石
塚
［
一
九
八
四
：
一
一
、
二
〇
一
二
：
二
］
が



「
乾
（
カ
ン
）」「
乹
（
ケ
ン
）」
字
考

八
九

（
16
）　

唐
寫
本
唐

殘
卷
（

本
）
の
「

」
字
（
入
聲
覺

溪
母
）
に
は
、
㊟
文

「
乹
」
字
に
削
除
を
示
す
符
號
を
附
し
、「
乾
」
と
し
た
例
「
廣
疋
云
火
乾
物
加
」

（「
疋
」
は
「
雅
」、「
加
」
は
新
加
字
）
が
あ
る
。

（
17
）　

な
お
、『
瀛
涯
敦
煌

輯
』
は
「
乾
」
を
「
乹
」
と

寫
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
に
對
し
て
『
唐
寫
全
本
王
仁
昫
刊
謬
補
缺
切

校
箋
』
は
か
な
り
嚴
密
に
區
別
し

て
い
る
。

（
18
）　

④
⑤
に
用
い
ら
れ
る
反
切
下
字
「
乹
」
は
、
仙

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

な
お
、
㉚
「
　

又
乹
仰
反
」
は

♫
の
群
母
を
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

原
本
系
『
玉
篇
』
に
よ
っ
て
增
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
古
屋
［
一
九
七
九
：

一
三
六
、
一
九
八
四
：
二
八
（
一
九
四
）］
に
例
證
と
し
て
擧
げ
ら
れ
て
い
る
（
な

お
「

」
は
、
黎
庶
昌
本
に
は
含
ま
れ
る
が
、
羅
振
玉
本
に
は
見
え
な
い
）。
ち

な
み
に
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、『
廣

』
は
反
切
上
字
が
「
渠
（
群
母
）」
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　

な
お
、「
乾
」
字
を
佛
敎
♫
義
書
の
反
切
用
字
か
ら
見
れ
ば
、『
玄
應
♫
義
』
に
お

い
て
は
用
い
ら
れ
な
い
が
、『
慧
琳
♫
義
』、『
希
麟
♫
義
』（
遼
）
に
は
「
カ
ン
」「
ケ

ン
」
い
ず
れ
の
反
切
用
字
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
（
上
田
［
一
九
八
六
ａ
、

一
九
八
六
ｂ
、
一
九
八
七
］
に
據
る
）。
た
だ
し
、
反
切
と
♫

の
硏
究
に
際
し
て

は
、
字
體
を
考
慮
し
た
檢
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
（「
乾
」
と
「
乹
」
と
の
區
別
が
見

ら
れ
る
も
の
に
、
水
谷
［
一
九
五
九
：
一
一
三
、
一
四
六
］
が
あ
る
）。

（
19
）　

鈴
木
［
二
〇
〇
五
：
三
〇―

三
一
］
は
、
王
仁
昫
『
切

』
に
見
ら
れ
る
「
古

作
」
㊟
記
が
、
陸
法
言
原
本
に
存
し
た
も
の
と
、
後
に
追
加
さ
れ
た
も
の
の
二
つ
が

あ
る
こ
と
を
指

し
、
こ
の
二
箇
所
（
Ⓐ
Ⓑ
）
に
つ
い
て
は
、
陸
法
言
原
本
に
存
し

た
と
推
定
し
て
い
る
。
な
お
、「
古
作
」
㊟
記
に
從
え
ば
、
Ⓑ
「
ケ
ン
」
が
「
乾
→

乹
（
𠂉
を
省
略
）」、
Ⓐ
「
カ
ン
」
が
「

→
乾
（
氵
を
省
略
）」
と
な
り
「
乾
」
が

「
ケ
ン
」
か
ら
「
カ
ン
」
へ
と
移
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、「

」
字
は
、『
漢
語

大
字
典
』（
一
八
三
八
頁
）
に
、『
廣

』『
玉
篇
』
の
ほ
か
は
『
楚
辭
』
を
引
く
の

い
る
。

（
９
）　

敦
煌
殘
卷
本
に
つ
い
て
は
、
影
印
本
、

寫
本
、
活
字
本
（『
敦
煌
經

文
獻
合

集
』）
等
を
㊜
宜
參
照
し
た
。
な
お
、
以
下
に
擧
げ
る
「S.―

」
は
ス
タ
イ
ン
本
（
ロ

ン
ド
ン
大

博
物
館

）、「P.―

」
は
ペ
リ
オ
本
（
パ
リ
國
民
圖
書
館

）、「TID
.

―

」
は
ベ
ル
リ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
硏
究
所

本
で
あ
る
。

（
10
）　

ま
た
、
句
讀
點
に
つ
い
て
は
、
讀
解
に
㊮
す
る
た
め
㊜
宜
附
し
た
。

（
11
）　

各
殘
卷
に
お
け
る
殘
存
箇
所
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
［
二
〇
一
二
］
參
照
。

（
12
）　

括
弧
內
は
『
十

彙
編
』
に
よ
る
略
稱
（
な
お
、「
王
三
」
に
つ
い
て
、『
唐
五
代

書
集
存
』
や
『
敦
煌
經

文
獻
合
集
』
は
「
王
二
」
と
し
て
い
る
の
で
㊟
意
が
必

要
）。S.2071

は
初
朞
の

素
な
『
切

』。P.2011

、
完
本
王

は
、
王
仁
昫
撰

『
刊
謬
補
缺
切

』（
七
〇
六
）
で
あ
る
（
上
田
［
一
九
七
三
］
參
照
）。
な
お
、
王

仁
昫
撰
『
刊
謬
補
缺
切

』
に
つ
い
て
は
、
增
補
に
際
し
て
原
本
系
『
玉
篇
』
が
用

い
ら
れ
て
い
る
（
古
屋
［
一
九
七
九
、
一
九
八
三
、
一
九
八
四
］）。

（
13
）　

同
じ
王
仁
昫
『
刊
謬
補
缺
切

』
で
あ
る
完
本
王

と
、
㊟
文
が
大
き
く

な
る

と
い
う
問
題
を
持
つ
が
（『
唐
寫
全
本
王
仁
昫
刊
謬
補
缺
切

校
箋
』
一
五
一
頁
參

照
）、
㊟
文
の
飜
字
（「
乾
」
字
が
二
つ
に
分
割
さ
れ
て
い
る
と
す
る
點
）、
句
讀
な

ど
の
解
釋
は
、『
敦
煌
經

文
獻
合
集
』（
第
六
册
、
㊟
六
五
三
）
に
從
う
。

（
14
）　

そ
の
ほ
か
、
上
田
［
一
九
八
四
：
八
二
、
九
六
］
が
佚
文
を
擧
げ
て
い
る
の
で
次

に
示
す
。
①
カ
ン
：「
乾　

古
寒
反
。
陸
法
言
云
、
燥
也
。」（『
妙
法

經
釋
文
』。

上
田
［
一
九
八
四
］
は
「
云
」
字
を
脫
す
）。
②
ケ
ン
：「
乹　
『
東
宮
切

』
云
、

陸
法
言
云
、
渠
焉
反
、
古
作
乾
。
郭
知
玄
云
、
健
也
。
韓
知
十
云
、
君
也
。
武
玄
之

云
、
姓
。
麻
杲
云
、『
字
樣
』
今
借
為
干

用
乾
、
天
也
、
父
也
、『
方
言
』

西
謂

老
為
乾
公
乾
母
也
。
孫
愐
云
、
堅
也
、
運
也
、
天
體
也
、

『
周
易
』
卦
名
、
方
西

北
方
。」（『
和
漢
年
號
字
抄
』）。

（
15
）　

表
示
し
に
く
い
文
字
、
長
文
な
ど
は
、
㊜
宜
省
略
し
、「
…
」
で
示
す
。
ま
た
、

小

內
字
數
を
示
す
漢
數
字
は
省
略
し
た
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

九
〇

が
で
き
よ
う
。

（
28
）　
『

唐
書
』
儒
學
傳
、『
干
祿
字
書
』
序
文
、S.388

『
群
書
新
定
字
樣
』
後
敍
な

ど
に
よ
る
（
西
原
［
一
九
八
二
：
二―

四
］
參
照
）。

（
29
）　

西
原
［
一
九
八
二
：
四
］
に
據
る
。

（
30
）　
「
螺
、
顏
氏
字
樣
、
正
體
作
蠃
。（
慧
琳
♫
義
八
）」。
曾
榮
汾
［
一
九
八
八
：
三
三

―

三
四
］、
李
景
遠
［
一
九
九
七
：
四
三
］
參
照
。

（
31
）　

な
お
、『
希
麟
♫
義
』
は
、
こ
れ
に
續
い
て
「
古
文
從
水
作

」
と
㊟
し
て
い
る

（『
大
正
新
脩
大

經
』
第
五
十
四
册
）。

（
32
）　
「
乾
」
と
同
樣
の
㊟
記
體
裁
を
し
た
も
の
に
、「

、
字
樣
云
、
本
♫
同
、
今
借
爲

木

字
。」
が
あ
る
。

（
33
）　

高
麗
版
に
據
る
。
全
文
は
（

體
字
（
俗
）
を
揭
出
後
）「
　

正
。
♫
干
。
ー

濕
也
。
字

云
、
本
♫

、
今
借
♫
耳
。
二
。」（
入
聲
卓

）。

（
34
）　

全
文
は
「
乾　

古
寒
反
。
陸
法
言
云
、
燥
也
。
字

云
、
夲
♫

、
今
借
爲
乾
濕

字
也
。」（
歬
半
は
『
切

』
佚
文
。
本
稿
㊟
（
14
）「
①
カ
ン
」）。

（
35
）　

全
文
に
つ
い
て
は
、
本
稿
㊟
（
14
）「
②
ケ
ン
」
參
照
。
な
お
、「
字
樣
」
を
引
用

す
る
蔴
杲
『
切

』
に
つ
い
て
は
、
上
田
［
一
九
八
四
：
五
一
四
］
が
神
龍
元
年

（
七
〇
五
）
の
撰
と
し
て
い
る
。

（
36
）　
『
群
書
新
定
字
樣
』
は
、『
日
本
國
見
在
書
目
錄
』
で
は
「
定
字
」
と
略
さ
れ
て
い

る
（
李
景
遠
［
一
九
九
七
：
四
〇
］
參
照
）。
た
だ
し
、「
杜
延
業
字
樣
」
と
し
て
の

引
用
例
も
あ
る
（
李
景
遠
［
一
九
九
七
：
五
四―

五
五
］
參
照
）。

（
37
）　

ほ
か
に
、

智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
も
、「
字
樣
」
の
も
の
と
思
わ
れ
る
記

述
が
見
ら
れ
る
（「
本
♫

」「
借
♫
干
」
な
ど
）。

　
　
　

な
お
、『
字
林
』
の
佚
文
と
し
て
、
任
大
椿
『
字
林
考
逸
』
が
「
乾
燥
也
今
借
爲

乾
溼
字
（
古
今

會
）」
を
、
ま
た
、
陶
方
琦
『
字
林
考
逸
補
本
』
が
「
乾
本
♫

虔
（
龍

手
鑑
）」
を
擧
げ
て
い
る
が
、
內
容
は
「
字
樣
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

『
龍

手
鑑
』
に
つ
い
て
は
、
例
示
し
た
通
り
で
あ
り
、

衟
畊
［
一
九
三
七
：

み
で
あ
る
。

（
20
）　
『
篆
隸

象
名
義
』
に
は
「
丶
」
と
い
う
符
號
が
用
い
ら
れ
る
。
句
讀
點
と
見

な
す
說
も
あ
る
が
、
本
稿
引
用

に
つ
い
て
は
「
也
」
と
解
釋
す
る
（
陶
曲
勈

［
二
〇
〇
八
］
參
照
）。

（
21
）　

澤
存
堂
本
に
據
る
。

（
22
）　

原
文
「
椅
塞
反
」。『
高
山
寺
古
辭
書
㊮
料　

第
一
』『
篆
隸

象
名
義
校
釋
』
い

ず
れ
も
誤
寫
と
見
な
し
て
い
る
。

（
23
）　

佚
文
と
し
て
は
、『
慧
琳
♫
義
』
が
引
く
「
顧
野
王
云
、
乾
、
燥
也
。」
が
あ
る

（
岡
井
［
一
九
三
三
：
一
四
七
］、
馬
淵
［
一
九
五
二
：
一
五
一
］）。

（
24
）　

こ
れ
に
關
連
し
て
「
乹
」
が
「
乙

」（
あ
る
い
は
「

」
な
ど
の
ほ
か
の

首
）
で
は
な
く
「

」

に
所
屬
し
て
い
る
こ
と
な
ど
（
ち
な
み
に
、

智
院
本

『
類
聚
名
義
抄
』
は
、

體
字
を
多
數
揭
出
し
て
い
る
も
の
の
、
お
お
よ
そ
「

」

に
「
乾
」
が
、「
乙

」
に
「
乹
」
が
所
屬
し
て
い
る
）。
ほ
か
に
、『
說
文
解
字
』

が
「

」
と
排
す
る
の
に
對
し
、「

乹

」
と
排
す
る
如
く
、「
乹
」
を
割
り
込

ん
で
い
る
點
、
つ
ま
り
「
乹
」
の
位
置
が
末
尾
で
な
い
こ
と
。
通
常
、『
玉
篇
』
に

お
い
て
は
、『
說
文
』
所

字
が
始
め
に
置
か
れ
、
增
補
字
は
そ
の
後
に
置
か
れ
る
。

　
　
　

な
お
、『
篆
隸

象
名
義
』
に
は
、
誤
寫
あ
る
い
は
混
乱
を
示
す
例
と
し
て
、

首
「

」
が
、
目
錄
で
は
「
乹
（
公
旦
反
）」
と
あ
る
こ
と
、「

」
の
㊟
文
に
「

祕
反
。
乹

屑
也
。
乾
飯
也
。」
と
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

（
25
）　

日
本
、
中
國
、
台
灣
、
韓
國
に
お
け
る
字
樣
書
の
硏
究
史
に
つ
い
て
は
、
西
原

［
二
〇
〇
〇
］
參
照
。
ま
た
、S.388

の
硏
究
史
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
西
原

［
二
〇
〇
五
］
參
照
。

（
26
）　

西
原
［
一
九
八
一―

二
〇
一
二
］
は
「
字
樣
」
と
し
て
用
い
て
い
る
が
、
本
稿
で

は
書
物
と
し
て
の
朙
確
化
を
す
る
た
め
「
字
樣
書
」
を
用
い
る
。

（
27
）　

西
原
［
一
九
八
五
ａ
：
五
］
は
、
現
存
す
る
字
樣
書
を
八
種
と
す
る
が
、
ほ
か

に
、
項
跋
本
『
刊
謬
補
缺
切

』（
王
二
）
冐
頭
に
存
在
す
る
も
の
を
擧
げ
る
こ
と



「
乾
（
カ
ン
）」「
乹
（
ケ
ン
）」
字
考

九
一

に
引
用
さ
れ
た
例
な
ど
に
よ
っ
て
考
證
し
て
い
る
。

（
44
）　

本
書
は
、

首
、
四
聲
な
ど
に
よ
っ
て
分
類
を
し
て
い
な
い
が
（
無
分
類
）、
字

體
の
類
似
し
た
文
字
の
連

に
よ
っ
て
排
列
さ
れ
て
い
る
（
西
原
［
一
九
八
一
：

一
四―

一
五
、
一
九
八
五
ａ
：
一
五―

一
七
］
參
照
）。
な
お
、「
乾
（
乹
）」
に
似

た
字
形
が
現
存
箇
所
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
こ
の
推
論
に
對
し
て
肯
定
的
材
料
で

あ
る
と
い
え
る
。

（
45
）　

た
だ
し
、「
本
♫
」「
今
借
」
と
い
う
㊟
記
は
、S.388

『
群
書
新
定
字
樣
』
現
存

箇
所
に
は
見
ら
れ
な
い
。

（
46
）　

文
化
十
四
年
官
版
に
據
る
。

（
47
）　

李
景
遠
［
一
九
九
七
：
六
七
］
に
據
る
。
王
顯
［
一
九
六
四
：
三
〇
六
］
は
、

七
一
〇
～
七
二
〇
年
頃
と
し
て
い
る
。

（
48
）　
『
干
祿
字
書
』
は
仙

を
先

と

合
さ
せ
て
い
る
が
、
寒

と
は
鄰

し
て
い

な
い
（
王
顯
［
一
九
六
四
：
三
〇
八―

三
〇
九
］
參
照
）。

（
49
）　

㊟
文
の
「
乾
」
字
に
つ
い
て
は
、
文
化
十
四
年
官
版
は
左

「
卓
」
で
あ
る
が
、

杉
本
［
一
九
七
二
：
五
六
］
が
「
𠦝
」
と
あ
る
べ
き
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
從
う
。

（
50
）　
『
干
祿
字
書
』
に
は
、「
正
」「
通
」「
俗
」
以
外
の
㊟
記
も
時
折
見
ら
れ
る
。
し

か
し
、
少
な
く
と
も
「
乾
」
字
に
つ
い
て
は
、
そ
う
し
た
㊟
記
の
存
在
が
指

さ

れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
（
杉
本
［
一
九
七
二
：
五
六
］、
曾
榮
汾
［
一
九
八
八
：

一
〇
三
］）、
そ
の
㊟
記
が
附
さ
れ
た
背
景
・
理
由
に
つ
い
て
觸
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
。

（
51
）　

西
原
［
一
九
八
六
：
五
八―

五
九
、
一
九
九
五
：
六
五―

六
六
］
參
照
。

（
52
）　

文
化
七
年
官
版
に
據
る
。

（
53
）　
『
九
經
字
樣
』
は
、
そ
の
序
に
お
い
て
、
聲

は
玄
宗
『
開
元
文
字
♫
義
』

（
七
三
五
、
佚
）
に
據
る
旨
の
記
述
が
あ
り
（
小
川
［
一
九
八
一
：
二
六
〇
］
參

照
）、
あ
る
い
は
こ
れ
に
關
わ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
54
）　

西
原
［
一
九
九
五
：
七
四
、
二
〇
〇
五
：
四
四
二―

四
四
八
］
參
照
。

一
八
九
］
が
、「
字
林
に
非
ず
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
古
今

會
舉
要
』（
江
西

本
）
寒

「
乾
」
の
㊟
文
は
、「
燥
也
。
字
林
云
、
本
♫
虔
。
㊟
見
渠
焉
切
。
今
借

爲
乾
濕
字
。〈
下
略
〉」
で
あ
り
、
文
字
通
り
受
け
取
れ
ば
、『
字
林
』
の
㊟
を
『
字

樣
』
が
受
け
繼
い
だ
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
文
字
の
近
似
に
よ
る
錯
誤
の
疑
い
が
あ

り
、
こ
れ
ら
は
「
字
樣
」
の
佚
文
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
38
）　

名
に
つ
い
て
は
、『
隋
書
』『

唐
書
』『
新
唐
書
』
が
「
知
年
」、『
日
本
國
見

在
書
目
錄
』
が
「
知
羊
」
と
す
る
。
西
原
［
一
九
七
九
：
一
五―

一
八
］、
劉
燕

文
［
一
九
八
五
：
一
七
六
］、
朱
鳳
玉
［
一
九
八
九
：
二
六
三―

二
六
五
］、
李
景
遠

［
一
九
九
七
：
四
四―

四
六
］
等
參
照
。

（
39
）　

李
景
遠
［
一
九
九
七
：
四
六―
四
八
］
に
據
る
。
な
お
、
西
原
［
一
九
七
九
：

一
八
］
は
隋
か
ら
初
唐
、
西
原
［
一
九
八
二
：
一
二
］
は
隋
開
皇
十
四
（
五
九
四
）

か
ら
唐
貞

二
十
三
（
六
四
九
）
年
の
閒
、
西
原
［
一
九
八
五
ｂ
：
一
三
（
㊟

二
〇
）］
は
隋
開
皇
十
四
（
五
九
四
）
か
ら
隋
仁
壽
元
（
六
〇
一
）
年
の
閒
と
し
、

西
原
［
二
〇
一
二
：
五
八
］
は
『
顏
氏
字
樣
』
の
後
を
承
け
て
い
る
と
す
る
。

（
40
）　

た
だ
し
、S.388

現
存
箇
所
自
體
に
も
誤
脫
は
散
見
さ
れ
る
。

（
41
）　

別
字
と
見
な
す
こ
と
は
、
ほ
か
の
字
樣
書
の
扱
い
と

な
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
理
由
は
系
列
の
違
い
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
西
原
［
二
〇
〇
五
：

四
四
七
］
參
照
）。
な
お
、
西
原
［
一
九
八
二
：
一
五
］
は
、『
正
名
要
錄
』
が
、
や

や
先
行
す
る
劉
炫
『
五
經
正
名
』
を
承
け
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
が
、
稻
垣

［
二
〇
〇
七
：
三
一
五―

三
一
六
］
は
こ
の
說
に
對
し
懷
疑
的
で
あ
る
。

（
42
）　

枝
［
一
九
八
一
：
三
一
四―

三
一
五
］
もS.388

歬
半

が
『
群
書
新
定
字

樣
』
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
一
方
、
劉
燕
文
［
一
九
八
五
］
はS.388

歬
半

『
群
書
新
定
字
樣
』
を
、
後
半

『
正
名
要
錄
』
の
も
の
と
錯
覺
し
て
い

る
。
な
お
、
影
印
圖
版
に
よ
っ
て
は
、S.388

全
體
を
『
正
名
要
錄
』
と
す
る
も
の

も
あ
る
の
で
㊟
意
が
必
要
。

（
43
）　

李
景
遠
［
一
九
九
七
：
五
七
］
が
、
避
諱
の
例
、
長
孫
訥
言
『
切

』（
六
七
七
）



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

九
二

存
在
す
る
（
秦
公
・
劉
大
新
［
一
九
九
五
：
二
三
一
］、
黃
征
［
二
〇
〇
五
：

一
二
三
、
三
二
〇
］（「gān

」「qián

」
の
排
字
は
㊜
切
で
な
い
）、
韓
小

［
二
〇
〇
九
：
四
五
〇
、
六
三
六
］、
臧
克
和
主
編
［
二
〇
一
一
：
三
六―

三
七
］
等

參
照
）。

（
65
）　

杉
本
［
一
九
七
二
：
五
一
］、
西
原
［
一
九
八
二
：
四―

五
、
一
九
九
五
：
七
］

等
參
照
。

（
66
）　

武
內
［
一
九
四
九
：
七
四
］、
杉
本
［
一
九
七
二
：
二
〇
］
參
照
。

（
67
）　

杉
本
［
一
九
七
二
：
二
六
］
參
照
。
西
原
［
一
九
八
一
］
は
、
字
樣
書
に
は
「
爲

經
」
タ
イ
プ
の
も
の
（
典
據
主
義
）
と
、「
爲
字
」
タ
イ
プ
の
も
の
（
實
用
主
義
）

が
あ
る
と
し
て
い
る
。『
干
祿
字
書
』
は
、「
爲
字
」（
實
用
主
義
）
タ
イ
プ
で
あ

り
、
字
樣
書
の
中
で
は

端
で
あ
る
が
（
西
原
［
一
九
八
一
：
二
四
、
一
九
八
六
：

六
七
］）、
そ
れ
は
、「
非
正
體
」
た
る
「
俗
體
」
を
活
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
因

る
の
で
あ
り
（
西
原
［
一
九
九
七
：
一
〇
〇
四―

一
〇
一
五
］）、「
正
體
」
と
し
て

示
す
字
體
は
、
ほ
ぼ
『
說
文
解
字
』
に
基
づ
い
て
い
る
（
曾
榮
汾
［
一
九
八
八
：

一
一
〇
］、
李
景
遠
［
一
九
九
七
：
二
一
二
］
參
照
）。

　
　
　

な
お
、『
龍

手
鑑
』
は
、
入
聲
卓

に
「

」
を
所
屬
さ
せ
て
い
る
た
め
、
左

（
偏
）
が
「
卓
」
で
あ
り
、「
♫
干
」
と
す
る
な
ど
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
字
樣

書
と
は
扱
い
が

な
る
（
全
文
は
本
稿
㊟
（
33
）
參
照
）。
こ
う
し
た
『
龍

手
鑑
』

の
性
格
に
つ
い
て
は
、
西
原
［
二
〇
一
二
］
參
照
。

（
68
）　

西
原
［
一
九
八
二
：
一
三―

一
四
、
一
九
九
七
：
一
〇
〇
九―

一
〇
一
〇
、
二
〇

一
二
：
五
八
］、

枝
［
一
九
八
一
：
三
一
九―

三
二
三
］
等
參
照
。

（
69
）　

開
成
石
經
『
周
易
』
に
見
え
る
六
十
二
例
は
す
べ
て
「
乾
」
と
な
っ
て
お
り
、

『
九
經
字
樣
』
の
記
述
が
反
映
し
た
樣
子
が
う
か
が
え
る
（「H

N
G

　

漢
字
字
體
規
範

（
史
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
據
る
）。

（
70
）　

石
塚
［
一
九
九
九
：
八
八―

八
九
、
二
〇
一
二
：
一
］、
石
塚
・
ほ
か
［
二
〇
〇
五
：

一
〇
二
］
等
參
照
。

（
55
）　

西
原
［
一
九
八
六
：
六
六―

六
七
、
二
〇
一
二
：
五
二
、
五
八
］
參
照
。

（
56
）　

大
徐
本
『
說
文
解
字
』
は
、「
乾　

上
出
也
。
从
乙
。
乙
、
物
之
逹
也
。

聲
。」、

そ
の
後
に
籒
文
を
載
せ
る
。
な
お
、「
乙

」
の

錄
字
、
排
列
は
大
徐
本
、
小
徐

本
と
も
同
樣
で
あ
る
。
反
切
は
、
大
徐
本
「
渠
焉
切
、
又
古
寒
切
」、
小
徐
本
「
其

延
反
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
ケ
ン
」
を
優
先
（『
大
廣
益
會
玉
篇
』
も
同
樣
）
し

て
い
る
。

（
57
）　

た
だ
し
、
唐
代
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
歬
の
『
說
文
解
字
』
に
お
け
る
「
乾
（
乹
）」

字
に
つ
い
て
は
、『
玉
篇
』
な
ど
と
と
も
に
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
58
）　

そ
の
う
ち
の
一
つ
、P.2578

は
、「
乹
坤
覆
載
」「
曬
曝
乾
燥
」
の
二
箇
所
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
寫
本
の
末
尾
に
は
題
記
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
後
唐

（
五
代
第
二
の
王
朝
）
天
成
四
年
（
九
二
九
）
の
書
寫
。

（
59
）　
『
敦
煌
經

文
獻
合
集
』
四
〇
四
四
頁
（
㊟
二
）
參
照
。

（
60
）　

嚴
密
に
は
、「
乾
」
の
み
を
用
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
例
示
す
る
も
の
は
殘
卷

本
で
あ
る
が
、「
乹
」
を
用
い
て
い
な
い
と
見
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
）。

（
61
）　
『
敦
煌
書
法
叢
刊
』（
第
三
卷　

經
史
）
は
、
六
六
〇
年
書
寫
と
推
定
し
て
い
る
。

（
62
）　

寫
本
末
の
題
記
に
よ
れ
ば
、
唐
開
元
二
十
六
年
（
七
三
八
）
の
書
寫
。

（
63
）　

噬
嗑
「
九
四
、
噬
乾
胏
、
得
金
矢
、
利
艱
貞
、
吉
」
に
對
す
る
♫
㊟
。

（
64
）　
「H

N
G

　

漢
字
字
體
規
範
（
史
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
れ
ば
、S.81

大
般
涅
槃

經
卷
十
一
（
五
〇
六
）、P.2334

妙
法

經
卷
五
（
六
一
七
）
が
「
乾
」「
乹
」

の
二
字
體
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
王
羲
之
（
三
〇
三
～
三
六
一
）
の
「
集
王
聖
敎

序
」（
咸
亨
三
年
（
六
七
二
）

）
も
「
乾
」「
乹
」
の
二
字
體
を
用
い
て
い
る
（「
濕

火
宅
之
乾
燄
」「
與
乹
坤
而
永
大
」。『
王
羲
之
の
書
３　

集
王
聖
敎
序
』
は
、
歬
者

「
乾
燄
」（
一
七
頁
）
に
振
假
名
「
け
ん
え
ん
」
を
附
し
て
い
る
が
、
字
體
、
意
味
か

ら
し
て
も
、「
か
ん
え
ん
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
）。

　
　
　

な
お
、
本
稿
は
、「
乾
（
カ
ン
）」
と
「
乹
（
ケ
ン
）」
の
對
立
と
し
て
捉
え

て
い
る
が
、
㊮
料
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
い
ず
れ
に
も
當
て
は
め
に
く
い
字
形
も



「
乾
（
カ
ン
）」「
乹
（
ケ
ン
）」
字
考

九
三

西
原
一
幸
［
一
九
七
九
］「『
新
撰
字

』
所
引
の
『
正
名
要
錄
』
に
つ
い
て
」『
國
語
學
』

一
一
六

西
原
一
幸
［
一
九
八
一
］「
唐
代
楷
書
字
書
の
成
立―

『
顏
氏
字
樣
』
か
ら
『
干
祿
字
書
』

『
五
經
文
字
』
へ―

」『
金
城
學
院
大
學
論
集
』
八
九
（
國
文
學
篇
二
三
）

西
原
一
幸
［
一
九
八
二
］「『
顏
氏
字
樣
』
以
歬
の
字
樣
に
つ
い
て
」『
金
城
學
院
大
學
論

集
』
九
四
（
國
文
學
篇
二
四
）

西
原
一
幸
［
一
九
八
五
ａ
］「
獨
立
の
書
誌
範
疇
と
し
て
の
「
字
樣
」」『
金
城
學
院
大
學
論

集
』
一
一
二
（
國
文
學
篇
二
七
）

西
原
一
幸
［
一
九
八
五
ｂ
］「
敦
煌
出
土
『
時
要
字
樣
』
殘
卷
に
つ
い
て
」『
東
方
學
』

七
〇

西
原
一
幸
［
一
九
八
六
］「
楷
書
字
形
の
正
俗
の
源

に
つ
い
て
」『
金
城
國
文
』
六
二

西
原
一
幸
［
一
九
九
〇
］「
杜
延
業
撰
『
群
書
新
定
字
樣
』
の
佚
文
に
つ
い
て
」『
金
城
國

文
』
六
六

西
原
一
幸
［
一
九
九
五
］「
敦
煌
出
土
『
正
名
要
錄
』
記
載
の
字
體
規
範
の
體
系
」『
東
方

學
』
九
〇

西
原
一
幸
［
一
九
九
七
］「
俗
體
と
は
何
か―

顏
元
孫
と
俗
體
の
成
立―

」『
東
方
學
會
創

立
五
十
周
年
記
念
東
方
學
論
集
』
東
方
學
會

西
原
一
幸
［
二
〇
〇
〇
］「
字
樣
の
硏
究
史
」『
金
城
學
院
大
學
人
文
・
社
會
科
學
硏
究
所

紀
要
』
四

西
原
一
幸
［
二
〇
〇
五
］「
唐
代
楷
書
字
體
硏
究
に
果
た
し
た
敦
煌
出
土
ス
タ
イ
ン
三
八
八

番
寫
本
の
役
割―

『
正
名
要
錄
』
と
『
群
書
新
定
字
樣
』―

」『
日
本
學
・
敦
煌
學
・

漢
文
訓
讀
の
新
展
開
』
汲
古
書
院

西
原
一
幸
［
二
〇
一
二
］「
唐
代
楷
書
字
體
規
範
か
ら
み
た
『
龍

手

』」『
漢
字
字
體
史

硏
究
』
勉
誠
出
版

枝
晃
［
一
九
八
一
］「
楷
書
の
生
態
」『
日
本
語
の
世
界
３　

中
國
の
漢
字
』
中
央
公
論

社

參
考

獻

石
塚
晴
通
［
一
九
八
四
］『
圖
書
寮
本　

日
本
書
紀　

硏
究
篇
』
汲
古
書
院

石
塚
晴
通
［
一
九
九
九
］「
漢
字
字
體
の
日
本
的
標
準
」『
國
語
と
國
文
學
』
七
六(

五)

石
塚
晴
通
［
二
〇
一
二
］「
漢
字
字
體
史
硏
究―

序
に
代
え
て
」『
漢
字
字
體
史
硏
究
』
勉

誠
出
版

石
塚
晴
通
・
豐
島
正
之
・
池
田
証
壽
・
白
井
純
・
高
田
智
和
・
山
口
慶
太
［
二
〇
〇
五
］

「
㊮
料
・
情
報　
漢
字
字
體
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」『
日
本
語
の
硏
究
』
一
（
四
）

稻
垣
淳
央
［
二
〇
〇
七
］「『
正
名
要
錄
』
の
俗
字
基
準
」『
文

論
叢
』
六
八

上
田
正
［
一
九
七
三
］『
切

殘
卷
諸
本
補
正
』
東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
附
屬
東
洋
學

文
獻
セ
ン
タ
ー
刊
行
委
員
會

上
田
正
［
一
九
八
四
］『
切

逸
文
の
硏
究
』
汲
古
書
院

上
田
正
［
一
九
八
六
ａ
］『
玄
應
反
切
總
覽
』
私
家
版

上
田
正
［
一
九
八
六
ｂ
］『
希
麟
反
切
總
覽
』
私
家
版

上
田
正
［
一
九
八
七
］『
慧
琳
反
切
總
覽
』
汲
古
書
院

太
田
辰
夫
［
一
九
八
二
］『
唐
宋
俗
字
譜　

祖
堂
集
之

』
汲
古
書
院

岡
井
愼
吾
［
一
九
三
三
］「
玉
篇
佚
文
」『
玉
篇
の
硏
究
』
東
洋
文
庫

小
川
環
樹
［
一
九
八
一
］「
中
國
の
字
書
」『
日
本
語
の
世
界
３　

中
國
の
漢
字
』
中
央
公

論
社

小
倉
肇
［
一
九
九
五
］『
日
本
吳
♫
の
硏
究　

硏
究
篇
』
新
典
社

杉
本
つ
と
む
［
一
九
七
二
］『
漢
字
入
門　
『
干
祿
字
書
』
と
そ
の
考
察
』
早
稻
田
大
學
出

版

鈴
木
愼
吾
［
二
〇
〇
五
］「
王
仁
昫
切

の

體
字
㊟
記
に
つ
い
て
」『
中
國
語
學
硏
究　
開

篇
』
二
四

鈴
木
愼
吾
［
二
〇
一
二
］「
切

諸
本
殘
存
狀
況
一
覽
圖　

切

諸
本
硏
究
㊮
料
之
一
」『
中

國
語
學
硏
究　
開
篇
』
三
一

武
內
義
雄
［
一
九
四
九
］『

那
學
硏
究
法
』
岩
波
書
店



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

九
四

依
據
テ
ク
ス
ト

敦
煌
本
：『
敦
煌
書
法
叢
刊
』
饒
宗
頤
編
集
・
解
說
、
二
玄
社
、
一
九
八
四

敦
煌
本
：『
敦
煌
吐
魯
番
文
獻
集
成
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
～

敦
煌
本
：『
王
重
民
向
逹
所
攝
敦
煌
西
域
文
獻
照
片
合
集
』
李
德
範
主
編
、
北
京
圖
書
館
出

版
社
、
二
〇
〇
八

『
切

』
諸
本
：『
唐
五
代

書
集
存
』
周
祖

編
、
中

書
局
、
一
九
八
三

『
切

』
敦
煌
本
：『
瀛
涯
敦
煌

輯
』
姜
亮
夫

、
上
海
出
版
公
司
、
一
九
五
五

完
本
王

：『
唐
寫
本
王
仁
昫
刊
謬
補
缺
切

』
廣
文
書
局
、
一
九
六
四

完
本
王

：『
唐
寫
全
本
王
仁
昫
刊
謬
補
缺
切

校
箋
』
龍
宇
純
、
香
港
中
文
大
學
、

一
九
六
八

敦
煌
本
：『
敦
煌
經

文
獻
合
集
』
張
涌
泉
主
編
審
訂
、
中

書
局
、
二
〇
〇
八

『
大
宋
重
修
廣

』
澤
存
堂
本
：『
校
正
宋
本
廣
　

附
索
引
』

文
印
書
館
、
一
九
六
七

『
集

』
北
京
圖
書
館

宋
本
：『
宋

集

』
中

書
局
、
一
九
八
九

原
本
系
『
玉
篇
』：『
原
本
玉
篇
殘
卷
』
中

書
局
、
一
九
八
五

『
篆
隸

象
名
義
』：『
高
山
寺
古
辭
書
㊮
料　

第
一
』
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
七
七

『
篆
隸

象
名
義
』：『
篆
隸

象
名
義
校
釋
』
呂
浩
、
學
林
出
版
社
、
二
〇
〇
七

『
大
廣
益
會
玉
篇
』
澤
存
堂
本
：『
大
廣
益
會
玉
篇
』
中

書
局
、
一
九
八
七

『
干
祿
字
書
』
文
化
十
四
年
官
版
、『
五
經
文
字
』『
九
經
字
樣
』
文
化
七
年
官
版
：『

體

字
硏
究
㊮
料
集
成　

別
卷
一
』
杉
本
つ
と
む
編
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
五

『
龍

手
鑑
』
高
麗
版
：『
龍

手

』
中

書
局
、
一
九
八
五

『
古
今

會
舉
要
』
江
西
本
：『
古
今

會
舉
要　

朙
刊
本
附
校
記
索
引
』
中

書
局
、

二
〇
〇
〇

「
集
王
聖
敎
序
」：『
王
羲
之
の
書
３　

集
王
聖
敎
序
』
佐
野
光
一
編
、
天
來
書
院
、
一
九
九

八

大
徐
本
『
說
文
解
字
』
陳
昌
治

本
：『
說
文
解
字　

附
檢
字
』
中

書
局
、
一
九
六
三

小
徐
本
『
說
文
解
字
』：『
說
文
解
字
繫
傳
通
釋
』「
四

叢
刊
」
所

古
屋
昭
弘
［
一
九
七
九
］「
王
仁
昫
切

に
見
え
る
原
本
系
玉
篇
の
反
切―

♫
反
切
を
中

心
に―

」『
中
國
文
學
硏
究
』
五

古
屋
昭
弘
［
一
九
八
三
］「『
王
仁
昫
切

』
新
加

分
に
見
え
る
引
用
書
名
等
に
つ
い
て
」

『
中
國
文
學
硏
究
』
九

古
屋
昭
弘
［
一
九
八
四
］「
王
仁
昫
切

と
顧
野
王
玉
篇
」『
東
洋
學
報
』
六
五
（
三
・
四
）

馬
淵
和
夫
［
一
九
五
二
］『
玉
篇
佚
文
補
正
』
東
京
文
理
科
大
學
國
語
國
文
學
會
紀
要
第
三

號

水
谷
眞
成
［
一
九
五
九
］「
慧

♫
義
♫

攷―

㊮
料
の
分
析―

」『
大
谷
大
學
硏
究
年
報
』

一
一
（『
中
國
語
史
硏
究　

中
國
語
學
と
イ
ン
ド
學
と
の

點
』
三
省
堂
、
一
九
九
四

所

に
よ
る
）

王
顯
［
一
九
六
四
］「
對
《
干
祿
字
書
》
的
一
點
認

」『
中
國
語
文
』
一
九
六
四
年
第
四

朞

韓
小

［
二
〇
〇
九
］『《
可
洪
♫
義
》
硏
究―
以
文
字
爲
中
心
』
巴
蜀
書
社

衟
畊
［
一
九
三
七
］「《
字
林
補
本
》
存
疑
」『
重
光
』
第
一
朞
（『

衟
畊
儒
學
論
集
』

四
川
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
〇
所

に
よ
る
）

黃
征
［
二
〇
〇
五
］『
敦
煌
俗
字
典
』
上
海
敎

出
版
社

朱
鳳
玉
［
一
九
八
九
］「
敦
煌
寫
本
字
樣
書
硏
究
之
一
」『

岡
文
科
學
報
』
一
七
（『
朱
鳳

玉
敦
煌
俗
文
學
與
俗
文
化
硏
究
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
所

に
よ
る
）

秦
公
・
劉
大
新
［
一
九
九
五
］『
廣
碑
別
字
』
國
際
文
化
出
版
公
司

曾
榮
汾
［
一
九
八
八
］『
字
樣
學
硏
究
』
臺
灣
學
生
書
局

臧
克
和
主
編
［
二
〇
一
一
］『
漢
魏
六
朝
隋
唐
五
代
字
形
表
』
南
方
日
報
出
版
社

陶
曲
勈
［
二
〇
〇
八
］「
也
說
《
篆
隸

象
名
義
》
中
的
”丶
“
號
」『
中
國
典
籍
與
文
化
』

六
五

李
景
遠
［
一
九
九
七
］「
隋
唐
字
樣
學
硏
究
」
國
立
臺
灣
師
範
大
學
國
文
硏
究
所
博
士
論
文

劉
燕
文
［
一
九
八
五
］「
敦
煌
唐
寫
本
字
書
《
正
名
要
錄
》
淺
介
」『
文
獻
』
一
九
八
五
年

三
朞



「
乾
（
カ
ン
）」「
乹
（
ケ
ン
）」
字
考

九
五

『
小
學
叢
殘
』：「
廣
倉
學
宭
叢
書
」
所

『
字
林
考
逸
』『
字
林
考
逸
補
本
』：「
百

叢
書
集
成
」「
式
訓
堂
叢
書
」
所

『
妙
法

經
釋
文
』：『
古
辭
書
♫
義
集
成　

第
四
卷
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
九

『
類
聚
名
義
抄
』

智
院
本
：『
類
聚
名
義
抄
』
風
閒
書
房
、
一
九
五
五

『
康
煕
字
典
』（
同
文
書
局
原
版
）
中

書
局
出
版
、
一
九
五
八

『
漢
語
大
字
典
』
第
二
版
、
四
川
辭
書
出
版
社
、
二
〇
一
〇

〈
附
記
〉
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
先
生
方
の
ご
敎
示
・
ご
助
力
を
賜

わ
り
ま
し
た
。
記
し
て
お
禮
を
申
し
上
げ
ま
す
。


